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新事業・新サービス創出への取り組み

～ 「Project10」活動の背景と実績 ～

２０１４年１１月１８日

株式会社ソルパック 中谷信一
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⾃⼰紹介
Shinichi Nakatani

中⾕ 信⼀
株式会社ソルパック 常務取締役
ソルパック・ベトナム代表取締役兼任

1958年福岡県福岡市⽣まれ
1984年九州⼤学⼯学部卒業。
造船会社勤務を経て1988年⽇本アイ・ビー・エム㈱
⼊社。主に中⼩企業向けシステム導⼊におけるSE職、
PM職、マネージャー職に従事。
1998年㈱ソルパック⼊社、ERP事業を⽴ち上げる。
2009年より常務取締役就任（現在に⾄る）。
2011年よりソルパック・ベトナム代表取締役兼任。
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株式会社 ソルパック 会社概要

社名 株式会社 ソルパック
本社所在地 〒106-0032 東京都港区六本木4 -1 - 4 黒崎ビル８階

営業所所在地 〒330-0802 埼玉県さいたま市大宮区宮町2 - 74 - 4 第3秀宝ビル２階

設立 1997年9月17日
資本金 14,284万円
売上高 約23.6億円 （2013年度実績）
従業員数 約242名（含む契約社員・他）（2014年7月1日現在）
取締役及び 代表取締役社長 藤田 勉

事業内容 ●ERP導入に関するコンサルティング、開発、運用一貫サービス
（各種ERP製品の販売、コンサルティング、導入支援、アドオン開発、保守・運用）

● ITアウトソーシング（ITO)、ビジネス・プロセス・アウトソーシング（BPO）
● 研修サービス（営業研修、SE研修、アカウントプランニング、

SQA定着サービス、ITSS定着サービス）
● UNIX、PC、Power Systemsに関するコンサルティング、 開発導入、運用管理
● Web Systemの開発
● パッケージ製品の販売導入
● Global Resource Deliverly
● 一般労働者派遣事業 ・人材紹介事業

ISO27001(ISMS) 認証取得 （2009年9月認証）
ホームページ http://www.solpac.co.jp

子会社 有限会社ソルパックベトナム Ha Noi     
株式会社ソルパックタイランド Bangkok      
株式会社ソルパック上海 上海
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お客様から世界一 「ありがとう」 と言われる会社に!!お客様から世界一 「ありがとう」 と言われる会社に!!
経営理念 : 社会への貢献
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会社の一番大切なことは 『会社を潰さないこと』 です会社の一番大切なことは 『会社を潰さないこと』 です

100
件

20

4
2000年 2003年 2006年 2009年

100件の中堅中小企業が、9年後には1件しか生き残れない!!100件の中堅中小企業が、9年後には1件しか生き残れない!!

80%が
3年以内に
消滅

80%が
3年以内に消滅

80%が
3年以内に消滅

1件

20%が
生き残る→

開発ビジネスが年々減少!!開発ビジネスが年々減少!! SE単価が年々低下!!SE単価が年々低下!!
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●会社が潰れないためには・・・ しかし、現実は・・・

健全な利益体質

健全な財務体質
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当時のソルパックの実状は・・・当時のソルパックの実状は・・・

●ソルパックが目指すべき理想の姿は・・・

経常利益率が低い

１．下請 から 元請へシフト

自己資本比率が低い

２．FLOW から STOCKへシフト
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ランチェスターの弱者の戦略であるべき姿を目指す！ランチェスターの弱者の戦略であるべき姿を目指す！

●ソルパックが取るべき手段は・・・

【中小企業の戦略】 大きな分野（勝ち目のない分野）で体力を消耗せず、
小さな分野（ニッチな分野）に集中し差別化を狙う。

ランチェスターの弱者の戦略

No.1主義 一点集中主義 シェア理論

●ソルパックが生きる道は・・・

得意技の創出（発掘）によりニッチな分野でLittle Gulliverとなる
Little Gulliverになると・・・自ずから元請け（高利益）になれる！

元請けになれると・・・自ずからSTOCKビジネス（安定利益）になる！

ただし、イノベーション（技術革新）に固執しない！

2008年 得意技創出・商品化を目的とした『Project-10』 発足

Little
Gulliver
Little
Gulliver

自主的なスキル育成の場として活用



P-10
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『Project-10』 の実施体制と提案手順『Project-10』 の実施体制と提案手順

●実施体制

●提案～確定までの手順

２．所属事業ユニット内でビジネスプランを作成後、３つに選定

１．誰でも新事業・ビジネスのアイデア、モデルを発案可能

３．P10会議（役員承認）で今年度「Project10」を決定

P10会議

上流事業ユニット 中流事業ユニット 下流事業ユニット

P-01

P-02

P-03

（役員、上位MGR、オブザーバ）

P-04

P-05

P-06

P-07

P-08

P-09

ﾍﾞﾄﾅﾑ

ﾀｲ

上海

・・・

・・・

海外事業ユニット
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得意技を創ろう！
（そのフィールドで日本一、世界一）

お客様からの直受！

横展開が可能であること！

Little
Gulliver
Little
Gulliver

『Project-10』 の発案条件と選定条件『Project-10』 の発案条件と選定条件

●発案条件（提案者）

●選定条件（事業ユニット P10会議）

得意技を売ろう！
（他社が取り扱っていない）

ビジネスと連動させること！

２．

１．

３．

４．

２． ５年度計画 ⇒ 今年度計画

会社としてMax１０ 個まで！１． 各事業部３つ ＋ 海外展開

ターゲット・マーケティングを採用！３． 組織的＆科学的営業活動

予算は基本的に無し！（1名分のコスト）４． 都度稟議による承認
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2014年度 『Project-10』 計画2014年度 『Project-10』 計画
as of 201４/4/1

(as of 2014/4/1)

評価
2013
実績

2014
目標

2018
目標

P-01 ソフトウェア（ミドルウェア）製品販売ビジネス A 50 75 100 SVM
(1)

藤田洋／
渡辺／竹本

吉川／大島／水越

P-02 IT研修ビジネス（※） C 49 55 75 CON
(1) 北川 古川／左近司

P-03 Global対応中小企業向けERPビジネス（※） C 36 40 75 ERP
(1) 中谷

田中茂／鈴木孝／目黒／近藤／
柴田

P-04 Global対応中堅企業向けERPビジネス（※） C 20 30 50 ERP
(2) 中谷 石倉／吉田／東／大谷／麻生

P-05 業種特化戦略 "はりなび"ビジネス C 1 1 10 CON
(2) 北川 杉原／居島／左近司

P-06 ITO ビジネス（※） B 30 50 75 SVM
(2)

藤田洋／
竹本

大島／野崎／松本／桂／小川／
梅津／海塩

P-07 BPO ビジネス（※） C 20 40 100 CON
(3) 北川 鈴木雪／菊地／岸／岩浅

P-08 CLOUD ビジネス（※） N/A 5 8 50 ERP
(4) 鈴木謙 川村／植竹／古川／武内

P-09 Web Marketing 構築ビジネス（※） B 20 30 50 SVM(3)
CON(4)

藤田洋／
渡辺／北川

大島／小川／杉原／細田

P-10 Global ビジネス  (SOLPAC-Vietnam) N/A 3 10 20 中谷 古川／下田竜／坂本

Global ビジネス  (SOLPAC-Thailand) N/A 5 10 20 藤田洋 田草川／田邉

Global ビジネス (SOLPAC-Shanghai) N/A 0 1 2 栗原勉／
木下

小松

プロジェクト名PROJ NO
粗利　実績/目標　(M )\

“現場力”
（オーナー／メンバー）

“得意技の創造” は
“現場力”と“継続力”だ！

毎月第三月曜日午前中に経営者＆メンバーで進捗報告実施

・年間計画に対する進捗度

・アドバイス（煮詰まりの打破）
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（※）印は詳細プロジェクト名は差し控えさせていただきました。
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『Project-10』 をベースとしたビジネス戦略『Project-10』 をベースとしたビジネス戦略

Little
Gulliver
Little
Gulliver
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得意技の 「商品化」 Marketing戦略

Leverage-1
Internetの利用

Leverage-2
フランチャイズによる
販売チャネル
Leverage-3
ジョイントベンチャー
（合弁会社）

経営力と資本力

資本力

経営理念

経営戦略

施策

社員の育成（スキルアップ）

コンサルテーション／開発／保

守能力アップ

海外への横展開

Leverage-4
ビジネスパートナー

直販による販売 経営力

健全な利益体質

健全な財務体質

経営戦略Marketing戦略

（P-01） ミドルウェア製品販売

（P-02） IT研修ビジネス

（P-03） 中小企業向けERP

（P-04） 中堅企業向けERP

（P-05） 業種特化 はりなび

（P-06） ITO

（P-08） クラウド

（P-09） Web Marketing

（P-10） Globalビジネス

（P-07） BPO

得意技の「商品化」



Project-10 実績事例紹介Project-10 実績事例紹介
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P-01 海外ミドルウェア製品輸入販売ビジネスP-01 海外ミドルウェア製品輸入販売ビジネス

海外ビジネスパートナー 弊社取扱ミドルウェア製品

他４社含む全１８社とBPと協業中



MessengerPlus/DBCS

GoAnywhere ファイル転送

eScan

Compleo

ShowCase
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対象 ：海外ミドルウェア製品にターゲット

1名でスタート

現在は製品開発室
として6名在席

P-01 海外ミドルウェア製品輸入販売ビジネスP-01 海外ミドルウェア製品輸入販売ビジネス

選定基準 ：

P-10スタート（2名）

保守ビジネス志向

狙い ：総代理店としての保守（STOCK）ビジネス

今後はモバイル＆クラウド製品の品揃え

発端 ：某パートナーからの総代理店を継承

システム受託開発以外で初のビジネスモデル●発端と現在までの経緯
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P-03 Global対応中小企業向けERPビジネスP-03 Global対応中小企業向けERPビジネス

●背景及び発端

100％パートナー経由ERPビジネスの結果・・・

認定資格取得者の相次ぐ退職

ＳＡＰ社へ販売＆サービスパートナーを申請

2004年SAP社がSAP Business Oneを発表

中小企業への強み
・マーケティング
・発掘醸成成約
・プロジェクト
・フォロー

21社目の認定ビジネスパートナーに滑り込み

モラルの低下

下請けビジネスから元請けビジネスへシフト
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P-03 Global対応中小企業向けERPビジネスP-03 Global対応中小企業向けERPビジネス

●現在までの経緯と成果 （B1ガイドブック） （B1業種別虎の巻）

2006年 テクニカル・ガイドブック販売開始

2007年 業種別販売導入虎の巻販売開始

2007年 SAP認定の国内唯一の研修センター

（B1研修センター）

耐乏期（2005年～2009年）

保守ビジネスが集約化が始まる

中小企業の海外展開始まる

2010年 ガイドブックWebにて無償公開開始

転換期（2010年～2012年）

2014年 海外テンプレート販売ビジネス開始

2014年 B-Oneクラウドビジネス開始

2013年 B-Oneソリューションセンターオープン

飛躍期（2013年～ ）

（日本で2社目）



P-06 業種特化戦略 ‘はりなび’ビジネスP-06 業種特化戦略 ‘はりなび’ビジネス

●背景及び発端 インターネットビジネスへの初挑戦
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2010年 Project-10 『はりなびビジネス計画』承認によりプロジェクト開始

はりなび コンセプト

●現在までの経緯と成果
コンテンツ＆サービス増強にともない
会員＆ユーザー増加を目指し今年5年目に突入！
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P-10 Global ビジネスP-10 Global ビジネス

オフショア開発から現地日系企業向けIT支援へ完全シフト

②弊社お客様（主に中堅中小製造業）の相次ぐ工場海外移転

●背景及び発端 Ｇｌｏｂａｌを視野に入れての事業開発

2008年 初の海外子会社ソルパックベトナムを設立

2008年 ベトナム（ハノイ）

子会社海外展開計画

2008年6月設立済

2010年 タイ（バンコック）
2013年 中国（上海）
2016年 インドネシア
2020年 インド

2010年1月設立済

2013年6月設立済

●GlobalビジネスのProject-10へ編入

①競争力強化のためオフショア開発へシフト

目的：海外におけるアントレプレナー的新事業創出

Globalで活躍できる人材の育成の場（将来の幹部候補）

効果：積極的に立候補者が出始めた（withビジネス計画）

現在、インドネシア駐在者を選定中

リーマンショック！



P-10 Global ビジネス 「SOLPAC Vietnam」P-10 Global ビジネス 「SOLPAC Vietnam」

●SOLPAC Vietnamの経緯

2009年 日系企業向け現地経理＆給与パッケージ「Mankichi」のハノイ地区代理店
として活動開始

2008年 日本人駐在者1名、ベトナム人経理1名＆技術者1名の3名で営業開始

2010年 生産管理パッケージ「TPiCS」ベトナム語版をベトナム地区代理店として
活動開始（ハノイ＆ホーチミン）

2013年 日本向けBPO業務開始

2012年 現地中堅システム開発会社に出資及び業務提携

2014年 SAPビジネス開始
現在、日本人1名、ベトナム人14名の合計15名
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現地日系中堅中小製造業様向けパッケージ導入に特化



P-10 Global ビジネス 「SOLPAC Thailand」P-10 Global ビジネス 「SOLPAC Thailand」

●SOLPAC Thailandの経緯
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2010年 海外製品のアジア総代理店として現地最大手ディストリビュータと業務提携

2010年 日本人駐在者1名、タイ人経理１名＆技術者1名の3名で営業開始

2011年 タイ国内主要都市にて現地ディストリビュータと製品セミナーを共同開催

2012年 某大手銀行他にセキュリティー製品販売
現在、日本人1名、タイ人3名の合計4名

お客様お客様

お客様お客様

お客様お客様

SOLPAC 
タイランド
SOLPAC 
タイランド

お客様お客様

パートナ様お客様お客様

最大手
パートナ様

製品ベンダー製品ベンダー

現地最大手再販パートナ経由での製品販売に特化

パートナ様



SOLPAC Project-10による『第二期長期経営計画』SOLPAC Project-10による『第二期長期経営計画』

21

〈分野 1〉 ＝ 60億

〈分野 2〉 ＝ 40億

〈分野 3〉 ＝ 900億

売上1,000億円
利益200億円

売上
60億円

売上
100億円

（億円）
1,000

30億円

Leverageによる横展開分野

Leverage 1 : インターネット
Leverage 2 : ジョイントベンチャー
Leverage 3 : フランチャイズ

Globalビジネス

SOLPAC HQ分野
Business Model 構築

『Project-10』

第二期長期経営計画
“成長期”

第一期長期経営計画
“創成期”

Leverageによる
売上1,000億
利益200億
への挑戦！



ビジネスと連像させてるためグループが同質なメンバーになりがち、
よって改革より改善になりがちである。

『Project-10』 を実施しての課題『Project-10』 を実施しての課題

１．

経営層の新事業立ち上げに対する意識は高いが、それに必要な
スキル育成の機会など環境を十分提供することができない。

２．

目先のビジネス優先のため「集中」より「多様化」になりつつある。４．

大きな予算投入が難しいため、新規事業を急に大きくすることが
難しい。

３．

イノベーション

経営者判断

ビジネス

限られた資源
限られた人材

事業の継続
社員ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ
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SOLPAC『Project-10』で求められるスキルSOLPAC『Project-10』で求められるスキル

高い倫理観

ITスキル

ﾏｰｹﾃィﾝｸﾞ
ｽｷﾙ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ｽｷﾙ

協調性

社会貢献
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ご清聴ありがとうございました。


